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五
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强
を
示
せ
し
，も
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が
、其
翌
五
年
七
月
に
於
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は

1

四
七

.，九
强
间

'六
.年
七
月
に
.於
て
ニ
〇
八
、九
弱

.本
年
：七
月

1:
.於
て
ニ
五

.六
、ニ
强
、同
八
月
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於
て
ニ
七

.ニ、强
を
示
し
九
月
に
は
觅
に
增
加
し
て
ニ
七
五
强
を
示
す
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至
れ
り
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即

ち
大
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三
年

‘大
戰
開
始
當
時
の
平
.均
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馏
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〇
〇
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す
れ
ば
四
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七
ガ
の
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價
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一
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沿
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す
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せ
ば
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正
三
年
七

.月
に
.
一
ヶ
月
茛
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嬰
し
た
る
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一
程
度
の
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.計
を
營
ま
ん
が
爲
に
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九
月
に
於
て
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實
に
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十
八
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を
耍
す
る
の
計
笕
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唯
冷
各
人
は
此
等
の
商
臥
を
一
樣
に
沿
费
す
る
も
の
に
非
ず
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®
の
大
部
分
を
構

成
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す
る
も
の
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衣
食
住
の
必
要
品
に
し
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此
等
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必
耍
品
は
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し
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騰
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近
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近
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な
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W
®
:

も
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會 

1

般
の
嘆

0

ど
し
て
は

®

入
は
容
易
に
之

.に
首

if
す
6

を
得
ざ
る

0

感
な
き
能
は
，ず
。
然
る
、
 

.に
最
近
物
個
诎
題
の
朝

)

野
：に
啦
し
き
に
及
び
世
間
往
令
說
を

.爲

す

-#
知
り

C
:

日
く
近
來
の
、物

.
 

價
靡
貴
は
國
民
、の
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..活
を
苦

.め
、其
不
安
に

«

ぇ
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6

し
む

と
。
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15
,
氣
恰
ダ
物

.债
騰
貴
を
以
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國
民
的
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活
難
の
：原
因
と
爲
し

K
'
騰
貴

^

に
抑
制
し
得
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«
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^

の
經
濟
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活
安
易
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る
を

#

可
し
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爲
す
に
似
た

V
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物
價
調
節
の
查
を
カ
雜
す
る
の
餘
ち
遂
に
此
說
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爲
す
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•

:
.
.
.
.
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茧
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せ
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敢
て
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ざ
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し
ビ
嫌
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、斯
る
言

-說
以

,

も
す
れ
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.世
間
.皮
相 

者

,

の
誤
解
を

_

き
.幾
多
の

■

說
を
促
す
の
虞
な
き
に
非
ず
。
是
に

.於
て
か
吾
人
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言
以

.
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此
糧
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■
•
潘
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糾
す
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®

*

せ
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物
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生
：*
へ
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何

れ

，も

其

騰
.貴
ザ
る

*

け
.收
入
を
增
加
せ

6

^

^

b̂,
>

即
ぢ

一.：

般
の
：物
價
、十
割

0 !
騰
貴
.'
を 

爲
せ

J

」

せ
ば
生
産
者
：は
全
體
に
於
て
其
^
入
倍
加
せ

る

の
.結

*;
尊

き
を
得
ず

。

M

K

今
我 

し
外
國
ょ

&

の
輸
出
入
な
く

.國
內
全
般
の
物
資
は
，何
れ
も
國
內
に
於

.て
生
産
せ
ら
る
、
も
の 

な

6

と
し
、而
し
て

at
lt
r

®
一
^

に

^
倍

し

た

&

と
'せ
_ば
國
民
：全
體
：の
：收
入
は
等
し
く

 

二
倍

-
 

爲
る

.可
ぐ

^

し
社

#

の
マ
部
に
其
收
入

‘：增
邡
せ

.ざ
る

.者
|又
は
多
少
增
加
せ
る
も
其
额

1
ー
倍
に 

達
'せ
ざ

る

潜

•あ
み

€

せ
ば
他
の

j

方
に
於
て

„ I

倍
以

’上
の
所
得
を
收
む
る
*
必
然
發
生
す
可 

き
計
算
な
り
。

換
言
：す
れ

^

1

*,
に
於
て
生
，活

_

の
實
.あ

る

も
之
と
同
時
に

M

の
.一
力
に
於 

て
生
活
の
句

.上
を
生
ず
可
さ
な
り
。
國
民
全
般
の
生
活
難
の
狻
生
は
，寧

«

あ

6

得
可
か
ら
ざ 

る

な
h
y
o

喪
す
る
に
物
價
一
般
の
騰
貴
は
直
接
生
產
に
從

.事
す
る
漭
の
收
入
を
增
加
す
る

S

共
に
、所 

細i

る
定
额
所
得
潘
即
ち
俸
給
年
金
筍
に
衣
食
す
る
浒
费
教
階
級
の
生
活
を

0

0

な
ら
し
む
る 

も
の
な
り
。
蔻
し
前
潜
の
所
得
は
物

®

の
騰
货
に

#

ひ
典
騰
、貴
に
準
じ
又
は
其
騰
貴
の
^
準 

只
上
に
瓒
加
す
る
も
め
な
れ
ど
も
、後
遇
の
收
入
は
通
例
此
騰
貴
に
：

§
：

ふ
を

#
f

從

つ
て
典
收

入
に
依
ぅ
て
購
ひ
得
る
物
資
の
數
量
即
ち
所
謂
.る
實
際
の
所
得
は
膦
賁
以
前
の
如
く
な
る
を 

得
ざ
れ
ば
な

&
。
之
ビ
同
一
の
理
由
ょ

6

し
て
物
價
の
騰
貴
が

！

部
生
産
物
の
上
に
の
み
起 

り
他
の
生
產
物
の
市
價
之
に
伴
ふ
て
騰
貴
せ
ざ
る
場
合
に
於
て
は
、其
利
益
を
受
く
る
漭
は
其 

騰
貴
せ

‘る
物
件
の
生
齑
販

W

に
從
垠
せ
る
潘
の
み
，に
し
て
爾
餘
の
生
産
*
堦
級
は
亦
等
し
く 

收
入
の
#
加
を
致
す
こ
ビ
反
く
却
つ
て
騰
贵
せ
る
物
件
の
消
费
潘
と
し
て
典
に
多
少
の
生
活 

難
を
感
ず
，可
し
。
然
れ
ば
最
近
の
物

®

暴
騰
が
主
と
し
て
我
國
民

.
の
日
常
生
活
上
®
要
な
る 

輸
入
品
の
滕
.貴
ょ
り
來
れ
る
も
の
に
し
て
其
騰
貴
に
依
り
利
す
る
潜
は
外
國
の
生
逄
潘
に
厕 

し
、內
國
國
民
は
大
部
分
消
费
潘
と
し
て
何
れ
も
不
利
を
蘧
る
も
の
な
ぅ
と
せ
ば
國

JS1

般
の 

生
活
雞
を
惹
起
せ
る
も
の
ど
し
て
物
價
騰
貴
を
児
ふ
も
誠
に
典
故
な
き
に
弗
す

^

雖
も
、®
實 

は
正
に
之
に
反
し
、暴
騰
せ
る
重

®

®
產
五
十
餘
種
の 

食
料
品
を
初
め
大
部
分
は
何
れ
も
我
國
內
の
生
產
に 

，く
る
者

.は
大
部
分
我
國
內
.の
生
產
者
た
る
な
シ
。
而 

近

數

年

來

.國

內

に

大

々

..的

好
.最
氣
を

.誘

，起

ぜ
る

原
•
因

近
來
世
上
の
識

#

動

>
.も
_す
れ
ば
我
が
上
下
一
般 

‘雜
十
-こ
卷•

(

一
六
叫
ー)

論
' 

E

.物
攸
騰
贽
と
生
活
難

.

中
.、洋
鐵
、羊
毛
其
他
.數
種
を
除
け
试
主
要 

係
る
物
品
に
し
て
、其
騰
貴
の
利
益
を
受 

し
て
此
，生
：產
«

の
大
刹
益
ご
そ
正
に

M
 

た
る
な
れ
。

、

/

に：
&

年
著
し
く
雲
の
風

0
.浸
，纏

ぜ

。
る
ー
：

卜
::
.
.
. 

'

镇
1:
2 
號
“

.

:

七」

>

-

. 

.
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八
 

を
嘆
ず
る
遨
あ
り
。
殊

k

所
謂
る
大
小
の
成
金

*

流
の
豪

#

に

歪

.
^
，
て

は

之

を

癤

锔

す

る

激
 

少
な
が
ら
ず
。

而

4

て
遨

.德
上
よ
ぅ
觀
れ
ば
其
痛

«

痛

S

亦

故

，
な

き

に

非

ざ

る

可

し

ビ»

も
、 

_

>
て
經
濟
上
よ
ぅ
觀
れ
，ば
。是
れ
正
に
一
般
所

.得

.殊
に
大
企

*•
家
の
所
得
の
著
し

く

增
.加
せ 

，る
を
示
す
も
の
に
非
ず
レ
て

-
.何
f

 

r

般
驗
生
涟
顯
の
社

.會
に
十
般
的
：奢
侈
の
風
の
.«生
す 

可

&

餘
地
ぁ
る

®

な
し
。
畢
竟
國
民
の
大

.部
分
谈
生
產
者
の
階
，級
に

，

し

.

而
し

て
最
近

0
如 

く
-殆
ど

.一

.切

.の
物
資
悉
く
騰
貴
せ
る
の
際
に
於
、て
は
此
等
國
民
の
大
部
分
悉
く
多
少
の
收
入 

僧
加
を
致
し
.生
活
向
上
し

■̂.る
.が
故

.
に
、
|6
往
：の
生
活
程
度
よ

&

目
し
て
以
-て
奢
侈
視
し
#
可 

き
狀
態
を
現
出
す
，
に

.至
：れ

る
な
り
。

惟
ふ
。
生
活
難
は
社
會

「

小
部
分
の
现
象
に
過
ぎ
ず
、
 

國

K

多
數
の

4

活
は
却

，0

て
安
易
を
加
へ
た
る
に
非
ざ
る

®

き
か
。

'
國
民
の
大
多
政
が
生
産 

«
階
級
な

る

よ

h

si
れ
.ば
物
；價
騰
貴
は
生
活
難
の
.原
因
に
非
ず
し
て
却
つ
て
生
洁

㈣

上
の
原 

因
と
い
ふ
可

く
、寧

ろ
；一
般

物

價
の
下
，落

.t

を

生
活
亂

の
M

0

な
ら
ず
や

と
‘思
，惟
せ

ざ

る

を

#

 

.ざ
る
可
し

。

. 

,

.'

0

■

.

:■
. 

.:'■
:

:
:,
.
パ
'

:

,
 

-

.. 

f t

來
貨

'.
»

一，
^'

に
流
ff
i

し
所
得
財
產
典
に
其
貨
彼
的
代
惯
に

«

か
.
て
针
算
せ

&

る
、
诗

fo
:

に
於
て
は
：貨
幣
的
價
格
の
多
少
と
所
得
收
入
芩
他
貨
物

.多

.少
‘と
®
同
ぜ
ら
る

 

>
 こ
と
少

S - 

か
ら
す
。
往
時
の
重
商
綸
萆
を
初
と
し
て
當
今
に

.至
る

.資
で

.世

.上
-の
、
俗

說

は

多.く

此

思

：想

の 

錯

誤

に

迷
3

る

、

の

常

あ

：
り

。

一
般'の
物
價
騰

：

貴
せ

‘る
，
の

：故

を

以

て-直

に

1
.

般
人
民

-の
生

^
 

困
：雛
と
爲
れ

.ぅ’V
J

速
斷
す
る
が

.

.如
き

^

正
に

#

®
流
に
非
ざ
る
な
き
か
。
凡
そ
生
活
の
難
易 

.は
貨
幣
的
所
得
の
多

*

如
何
に
在
ら
ず
、其
所
得
貨
幣
に
代
へ
て

m

a
得
可
&
消
費
物
件
の
多 

寒
如
何
即
ち
所

.謂
る
實
際
的
所
得
の
多
少
如
何
に
在
ぅ
。

S

人
が
前
に

 

一
M

の
物
價
騰
貴
す 

'る
も
所
得

p

增
加
之
に

#

ふ
も
の
あ
る
以
上
決
し
て
生
活
難
あ
る

Z

と
な
し
ヾ

」

ぃ
へ
る
は
即 

ち

之

れ

が

爲

，に

し1:
、物
，價

.騰
貴
の
爲

^

苦
む
者

▲

■
«
竟
其
貨
幣
的
所
#
に
相
當
の
增
加
な
く

從
つ
て
實
際
の
物
資
享
得

0

量
從
來
ょ
々
も
減

*

せ
る

0'
»

あ
る
人
士

R

服
れ

b

o
然
れ
ば

f
. 

.
1

國
民
全
般
の
上
ょ

•
::
!
)云
_
.ふ
時
：は

.物
價

「

の
騰
貴
は

»

下
落
と
等
し
く
共
に
直
接
に
典
生
活
の

，
*
 

易
に
關
係
あ
る
こ

.ビ
な

1>
。：
縱
令

a

通
貨
の

*

減
：其
他
特

«

0

.

«熵ょ
：.

♦

し
て
一
，部
が
又
は 

1

般
の
物

11
.に
.大
な
：を

»-
貴
ヌ
は
下
落
あ

i

と
す
る
も
、荀
も
生
活
に
必

©

な
る
物
資
の
^
故 

に
增
減
々

&

以
上
、國
民
全
般
の
生
活
は

一

般
を
通
じ
て
之
を
觀
れ
ば

ff
i

だ
し
き
痛
苦
又
は
安 

佚
を
加
ふ
る
こ
と
な
か
る
可

§

箬
な

6

0
苦
し

I

部
分
に
之
が
爲

R

困
難
を
加
ふ
る
も
の
あ 

.

-
-
h 

i
 髮
と
逢
洁
截

，
' 

:,
■
擎
 

rft
"

.

九，
へ

.
'
.
:
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'

6

と
せ
ば

.必
ず
.や
他
め
一
方
に
は
之
に
反
し
て
相
當
に
安
易
を
加
ふ
る
も
の
存
す
る
の
常
.な
 

ぅ
。
換
貢
す
れ

.ば
物

.值
變
動
に

.

.伴

ふ

生

活

，難
：
の.事

實

は
' 
社
：
會
一
一
部
階.級

に

獨

す

る

現

：戴

，
に

し 

そ
，興
反
面
に
は
此
困
難
：

を

機
..
袁

と

し

て
所
得
，の
增
加

を
.：喜

^ ,
好
景
氣
を

寒

歌
す
る

'他
の
.階
級 

の

#

す
る
あ
る
な

.
^

0從
つ
て

.所
謂
：る
生
活
雛
の
叫
吟
定
额
所
得
者
其
他
所
得
の
增
加
坨

®
 

的
少
な
き
一
部
階
級
の
叫
に
外
な
ら
ざ
る
な

6

。

‘

依
菇
0

之
，斯
る

:®
合

■に
於
け
る
生
活
難
の
問
題
は
物
價
の
高
下
其
物

の

間
題
に
非
す
し

 ̂

、所

#

分
配
の
問
題
な
ぅ

9

物
價
變
動
の
爲
に
所
得
分
配
の

從

來
の
均
衡

‘破

*

せ
ら
れ
、一
部
階 

級
，の
所
得
從
來
よ

;;
!
)
'も
加
は
れ
る
と
共
に
他
の
二
部
階
級
の
所
得
從
來
よ
々
も
鱗
少
す
る
に
：
 

至
れ
る
よ

^N

起
.れ
る
，
^

®
な

K

V

O睢
冷
斯
る
場
合
に

.於
て
所

#'
比
較
.的
增
加
す
る
者
は
何
等 

の
不
平
な
く
却
つ

V

簕
に
其
生
活
の
向
上
を
喜
び
つ
、
あ
る
に
過
ぎ
ざ
る
が
故
に
其
骤
天
下 

に
聞
ゆ
る

M
J

少
な
し
と
雖
も
、所
得
の
比
較

的

.

減
少
せ
る
者
は

.生
活
の

0

迫
自
ら
痛
苦
を
加
へ 

其
變
動

•
に
對
す
る

」

不
平
を
天
下
に
棘
ふ
る
に
•至
る

の

：
.

常
な
り
。
是
に
於
て
か
滿
天
下
恰
も
生 

活
雛

R

苦
め
ら

.る
、
の
觀
を
里
す
る
に
¥ー

 

&
、物
價
の
變
動
，其
物
が
恰
も
天
下
の
一
大

î
.寄
た 

る

®
■
感
：を
抱
か
し
：む
る
：

R
.至
-る
。

物

.價
虜
貴

.す
6

:ぱ
定

_

所
得
蛛
苦
し
み

.物
價
下
«
す
れ
ズ

生
產
從

m

«
苦
し
む

。

• 

S

の
生
活
難
は
弯
レ
み
後
者
の

"不
.最
氣
に
苦
し
む
，蓋
し
自
然
の
數 

な

6
。
而
し
て
物
價

.は
歡
に
多
少
變
動

"し
て
业
む
て

^ '
1

し
.

5せ
ば
此
意
味
に
於
け
る
生
活 

難
，は
常
時
碑
會
に
絕
ゆ
る
こ
ど

' な
か
る
可
し
。

即
ち
牮
活
雛
は
社
會
常
佳
の
？
種
の
.乾
辉
的 

疾
患
な
ら
と

*

も
、其
困
離

.の
反
面
に

.
は
前
述
の
：如

く

之
を
償
ひ
：得
可
き
幸
福
の
增
進
’存
す
る 

も

の
あ

h 

-せ
ば
、此

.困
雛
救
濟

;0
方
策
は
他
の

「

面
に
存
す
る
幸

■

を
取

i

て
之
を
補
ふ
の 

外
あ
る
可
ら
ず
。
換
言

..す
れ
ば
世
の
所
咖
る
生
活
難
の
本
源

M

ir
r
得
分
配
，の
不
權
雷
存
す 

る
以
上
、之
が
救
濟
の
途
は
所
得
分
配
の
狀
條
を
改
薺
し
て
其
平
を
：得
せ
し
む
る

0

^
あ
る
，可 

ら
ず
。
適
當
の
方
法
：

(

に
蝌
り
埤
卒
を
得
せ
し
む

t

に
於
て
は
生

®

麵
.の

V

眺

は

自
ら
ぎ
滅
せ
ん 

の
み
。
例
令
ば
一
般
の
物
價
騰

«

し
定
額
所
得
者

^

に
苦
む
場
合
に
於
て
若
し
生
産
階
；級

ぶ
 

接
間
接
に
徴
收
せ
ら
る
ゝ
各

?®
の
定
額
料
金
即
ち
租
稅

m

酬
、手
數
料
等
の
如
き
も
の
を 

物
惯
騰
貴
に
準
じ
て
增
加
微
收
し
、之
を
以
て
物

®

相
當
に
給
料
年
金
其
他
の
定
額

給

付
を
僧 

加
す
る
の
途
を
講
ず
る
に
於
て
は
、

^

筇
階
級
の
赏
際
所
得
，は
此
に
平
衡
を
#
て
復
た
物
價
騰 

货
に
苦
ま
ざ
る
可
き
が
如
し
。
通
貨
の
收
縮
其
他
物
價
の
引
下
策
に

^
纟
て
此
目
⑽
を
達
す 

る
亦
興

’一
，
策
な
る
可
し
ビ
、雖
も
、ぼ
接
に
所
得
分
配
に
干
渉
し
て
其
平
を
得
せ
し
む
る
如
上
の 

笫
十
ニ
怨

' 

(

一六四
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f

 

i
 

. 一
 

ニ
 

施
笟
は
典
效
來
決
し
て
之
に

^

ら
ざ
る
可
し
。

西
な
所
！

I

る
生
活
難

' の
由
來
が
前
述
の
如
く 

主
ビ
し
て
所
将
分
配
の
不
平
均
に
在

.ゥ
ど
せ
ば
所

#

干
涉
は
其

«0
的
を
逮
す
る
に
一
射

it
t

接 

的
な
，る
も
の

^

い
.ふ
可
き
な

力

.
o 

, 

' 

,

S

は
れ

r

る
人
爲

;^
施

策

，に

依

ら

ざ

る

も

、
永&

歳
，月
の

Ki
l

に
は

'所

#

分
m

は
自
ら

%
;障

.の 

變

I®

に
適
應
し
て
自
然

■的
に
其
；伞
衡
に
歸
す
る

0
傾
な
さ
に
非

r
o
M

し
物
®

0

t

し
.
て

一 

部
の
生
摩
階
級
の

.所
得
特
に

.

0

し

<

 

增
加
す
ゐ

_

林
所

#

比
較
的

.少
な

&

爾
餘
階

M

の
人
士 

中
多
少
其
の
齑
業
に
通
，じ
次
は
通
ず
る
と
自
信
せ
る
蓉
は
競

i

て
其
座
率
に
馳
す
る
に
至
る 

可
く
、從
つ
て

' 當
該
產
業
に
於
け
る
生
産
は
其
辕

#

ビ
共
に
自
ら
激
«
し
て
玆
に
其
生
產
勿
の 

下
落

.並
に
從
業
者
の
所
得
：の
滅
少
を
見
る
に
至
る
可

.き
ど
共
に

r

他
'
の

階

級

他

の

產

業

に

考

て
 

は
之

.と
反
對
の
顧
向
を
生
ず
る

.に
至
る
可
し
。
我

>が
實
業
界

Q

從
業
者
の
所
得

一

股
に
炱
好 

ビ
爲

-

れ
る
に
拘
ら

t

官
公
寧
の
俸
給
之
に
伴
は
ざ
る
の
結
粜
，近

.年
有
爲
の
人
士
の
甯
公

fi
t
を 

辭
し
て

'實
業
界
に
入
る
者

^

し
く
增
加
し
來
ぅ
、殊
に
新
進
の

#

.年
の
實
業
界

.に
志
す
者
®
だ 

し
く
多
き
を
加
ふ
る
に
至
れ
る
皆
此
趟

#

の
致
さ
し
々
る
所

.な
ク
。，

所
謂
：る
定
额
所
得
者
の 

階
級
皆
を
れ
ぐ

.に
；社
愈
に
必
要
及
る
職
に
當
る
者
な
る
.以
上
減
職
論
志
諶
者
又
は
觉
槳
智

の
減
少
は
自
ら
其
報
酬
の
增
加
を
促

^

<
る
を
得
ず
。
、煨
近
に

‘於
け

.る
衆
京
市
|
|
亨
の
难
掌 

運
轉
手
の
俸
給
の
：增
加
の
如

^

JH
に
，
其

一

著

例

に

し

て

、官■窮

敎
*

0
增
傣
論
：の
喧
し
き
亦
-此

傾
的
の
發
露

.に
外
な
ら
す

o

要
す
る
に
所
得
の
分
配

.は
永
き
歲
月
の

0

に
ば
諸
產
業
相

E

の
.

.
,

.

.

.

. 

•

間

に
.

於
け
る

i

等
し
く
定
额
所

#

者
す
生

-産

.

從
事
莕
の
間
化
於
て

—

も
將
た
又
：

#

輝
職
エ
.'人
 

足
の
問
に
於
て
％
早
晚
卒
衡
に
歸
す
る
に
至
る
も
の
な
ぅ
。
渺
し
て

.一

部
階
級

‘の
生
活
鎌
は

. 

此
卒

«

を
.得
る
に

-
m
r

る
，の

®

霞

®

に
於
け
る
一
睹
的
の
事
實
に
外
な
ら
ず
。
⑽
過
渡
期
一
度 

經
過
し
終
れ
ば

#

偾

0

平
準
の
：高
低
如
何
は
復
衣
間
ふ
所
に
非
ぎ
る
，

.な
り
。

唯
々
分
業
發
達
し
て
谷
人

を

れ

ぐ

に
專

■問
の
，
職
業
，
に

從

.事
：す

る
當
今
の

社

會

に

於

て

は 

1

業
ょ

&

他
業
に
其
職
を
赙
す

る
.

こ
と

一
般

に

凝

る

®

事
に
属
せ

ち

#

 
く

の
熟

«

又

は

0
. 

育
を
要
せ
ざ
る
職
業
に
在
り
て
は
轉
職
轉

.攀

*

だ
し
く

.難
事
に

.非
す

S

雖
.も
、#.問

的
の

智
a

 

又
は
技
術
を
駆
す

る

職
業
に
花

t

て
は
、此

.轉
換
：領
る

.
困
灘
に

.し
て
多
く
は

數
年
の
歲
月
を
要

' 

し
、最
高
等

の
：
學
術
又
，は

—

を
喪

す
る
驟
業
に

在

ぅ

で
は
：終
生
：之
を
：轉

'少
る

こ

V
J

不

W

能
な 

る
も
の
亦
甚
だ
少
か
ら
す
。
從
つ
て
參
少
所
得
に
不
刺
不
本
あ

&

と

す

る

も

容
易
に
之
を
轉 

ず

る

を

得

，ざ

る

な

ら
0

此
に
於
て
か
例
令
ば
節
單
な
る
技
術
を
耍
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
下
級
の 

第十11,

卷

<
H

ハ四七

)
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’

職
H

典

他
の

勞

働

满

に
在
ぅ
て
は
職
業
の
轉
換

比
較
的

轉
，為
に
行
は
れ
^

所
得
亦
畏
年
月
を 

待
た
ず
し
て
弗
衡
に
歸

.す

る

®
實
滬

b

ミ
.
雖

も

、技

術

家

、满

他

高

等

の

：敎

.育

と

素

.養
と
熟
練

.w 

を

要

す

る
所
謂
る

知

識

階
叙

-0
職
業

.に
在
办
て
は
此
举
衡
を
得
る
こ
と
涵
る
困
難

«

な
._
多
く 

の
場

合

に
於
：y
は

全

く

不

可

能

事

に

屬

せ
り
。

、
例

令
ぼ
法
#
家
の
收
入
如
何
に
大
な
り

と

す 

る
も

數

學

器
轉
じ
て
法

#

家

と

爲
る
を
得
す
、鑛
山
技
術
家
の

.收
入
如
何
に

0

む

可
き

も

の

あ
 

ぅ
ど
す
る

も

文

學

齊
轉
じ
て
鑛
山
技
術
家
，ど
爲
る
を
得
ざ
る
可
き
が
如
し
。
從
ろ
て
此
種
の 

職
業
に
於
て
は
後
世
新
進
：の
靑
年
の
有
利
な
る
職
業
に
進
ひ
藉
瑜
加
し
不
利
な
る
職
槳
に
入 

る
•
減
ず

る

を

待
つ
に
非
ざ
れ
ば

遂

に 
'其
荜
衝

I:

得
る
能
ば
ず
。
所

0

る
®
要

供

給
の
法
則 

の
自
然
の
妙
用

Y

此
方

®

に
は
，容
易
に
所
得
分
配
の
弗
衡
を
齋
す
を
得
ず
し
て
前
述
の
過
渡 

期
.
は

頗

'る

長

年

丹

に
茸
り
永

く

其

不

平
均
を
持
續
す
る
な

パ
何
れ
に
：も

•
せ
.
'ょ

*

要
：供
.給

の

自
然
の

妙

用
は

所

,#
.分

配

上
に
於
て
•も

卑

晚

其

4

衡

を

實

.現 

せ

し

む
る
に
，

至

る

も
の
な
る
が
故
に
#
價
の

騰

貴

も
將
.た

又

■其

下
落
も
其

事

實

が

數
年
月
に 

亘

り

漸

進

的

に

徐

々

w

し
，て
瑰

は
れ
來
る
時
は

所

得

の

分

跑
：，
亦
：自
&

之
..に
適
合

す

る

を
.得
で 

社

#
に

甚

だ

し
き
木
平
不
滿
の

聲

を
間

，
.ぐ

Z

ビ
な
き
を

得

可
：し

1

試v
^

明
.治
：
，

|

一
 

十
年

前

後
.
と

大
正
四
，五
年
度
の
物

.價
を
此
較
す

.れ
味
此
：三

.十
'年
間
：に
於
け

.：る

J 

.般
物

«

の
騰
貴
は

®

同
：：

の 

大
戰
開
始
當
時
と
今
日
め
問
に
於
け
る
騰
貴

.以
上
遙
に
大
な
る
も
の
ぁ

6
。
然
か
も
此
三
十 

年
來
の
漸
騰
に
對
し
て
生
活
離
を
訴
へ
兆

’調
節
を
絕
叫
す
る
教

‘あ
る
を
聞
か
ざ
る
は
何
ぞ
や
。
 

他
な
し
此

•
&年
月
の
沿
に
於
て
所
符
の
分
配
亦
槪
ね
自
然
に
之
に
適
應
す
る
に

3>
:

0
た
れ
ば 

な
り
。
然
る
に
最
近
の
物
惯
騰
貴
に
際
し
て
獨
り
此
職
の
暄
し
き
に
茧
れ
.る
所
以
の
も
の
は 

跟
竟
物
惯
の
騰
货
急
激
に
起
彡
所

#

の
分
配
溶
為
に
之
に
適
應
す
る
を

#

ざ
る
が
故
の
み
。
 

所
得
分
配
の
自
然
的
逾
合
に

.
は
前
述
の
如
く
長
：

1
:月
を
耍
す
る
も
の
ぁ
る
に
拘
ら
ず
，物

ff
i

の 

騰
貴
急
激
に
萤
り
近
き
將
來
に
於
て
容
易
に
之
に
適
應
す
る
の
踅
な
き
が
故
の
み
。

斯
る
事 

情
ぁ
る
が
故
に
世
間
殊
に
定
額
所
•得
に
衣
食
す
る
知
識
階
級
の
人
士
は
需
要
供
給
の
法
則
の 

S

然
の
作
用
に
俟
つ
を
得
ず
し
て
人
爲
的
の
物

®

調
節
策
を
要
求
す
る
に
至
れ
る
な
ぅ
。
斯 

く
觀
じ
來
れ
ば

T3
r

f
:M
a :
物
價
調
節
.の
要
求
は
事
實
上
•物
價
其
物
の
調
節
の
耍
求
に
非
：中
、要
求 

す

，
，
る
所
は
主
と
し
て
所
得
分
配
の
均
衡
恢
復
に
在

&
、物
®
調
節
通
貨
收
縮
等
は
此

0

的
に
對 

す
る
手
段
に
外
な
ら
ざ
る
を
知
る
可
し
。

四
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,

以
上
吾
，人
は
物

©

騰
貴
が
全
般
の
物
資
其
物
の
供
給
に

.增
減
な
く
眾
に
通
貨
其
他
の
：關
.係 

'ょ

b

來
れ
る
場
合
に

■

て
論
述
し
た
ぅ
。
而
し
て
斯
る
«
合

■]
:
,於
け
る

^

f
f
i
騰
貴
の
問
題

^
 

所
謂

'る

’r
賓
.的

生

.«
_

の

問

：
題

ハ

に

?

 

V

 v

所

得

分

：
配

：
欧

雾

の

「

間

：題

な

る

：次

第

を

.稱

摘

し

た
 

力

,,

°
:
然
れ

.ど
物
價
一
般
の
難
貴
は
：.常
に
必
す
し

V

物
資

' の
：供
输

«
龄
に
：關

'係〈

な
.く

單
に
通
貨 

又
は

.信

凡

等

.の

關

係

の

みi
 -CS

來
る

も

の
に
非

-ず
。
時
ビ
し
て
は
一

般

物
資
の
供
給
缺
乏
ょ 

P

來
る

乙

V

あ

I
.

部
分
の

.貨
物
の
供

•給
不
足
が
其
市
價
の
騰
貴
を
促
す
は
勿
論
#,截
の 

貨
物
全
般
の
队
乏
ょ
ゲ
レ
て
諸
物
價
全
般
の
騰
貴

.^

.致
す

«

戰

#

又
は
大

KI
作
期
等
に

1
，令
 

自
擊
せ
ら
る
ゝ
の
夢

.實
念

ち

;
1

般
的
物
價
騰

*
,が
斯

.る：

.原

.，因
^
_
づ
け
る
場
合
に
於
て
は 

前
述

0,
場
合
と

.異
な
り
。
國
民
全
般
の
上
に
實

.
•際
の
生
活
難
：現
は
れ
ざ
る
を
得

t

M

レ
斯 

る
場
合

.に
於
て
ゆ
縦
令

a

物
憚
騰
貴
し
て
購
買
者

一

般
に
困

雛

す

る

、

も
^

--
-
*方
に
'物
資
供
給 

の
.
當

局

者

た

る

，
：
生

產

從

業

*

の
肷
：入
は

^

削
.合
に
增

.
加

：
せ

.
ず
、縱
.令
ひ
多
少
增
加
す

る
も
‘，
興

®'
. 

加
额
は
へ
前
述
の
如
く

)®
買
者
の

支
：.

出
の
®
加

を

.償
，ふ

，に

足
.ら
ざ
：る
，可
け
れ
ぶ
な

U
。

:莱
す
：る

6

;物
資
の
供
參

_

冬
せ

.る
場
合
衫
於
て
は

_

.價
；袼

(

^

高
低

.如

：何

ぬ

論

：ザ

，
牵
 

於

て
.承

:#
全
.員
.

0

«

^

:

^
得

為

其

缺
.乏
_

丈

；̂-
に
"其
.
.缺

乏

に
#

' 

‘ふ
生
活
難

.は
_紙
會
何

‘，れ
'の
階
級
か

^

ず

之

を

負

擔
^

^
る

：を

：.得
：ぎ

：る
.な

>
。

%

價

0
.騰

，貴

 ̂

，依

ぅ

生

產
.從
業
激
の
實

'際
所
得
減
少
す
る
に
蚕
ち
ず
ビ
せ
ば
定
額
所
.得
者
此
苦
痛
を
享
け
ノ
ざ 

る
可
ら
ざ
る
と
共
に
、若
し
之
に

#

ふ
物
领
の
騰
貴
な
い
從
り
て
定
額
所
得
，者
の
生
活
*

の
如 

く

*

る
を
得
可
し

.と
せ
ば
物
資
の

’減
少
せ
る
丈
け
生
產
業
者
は
其
收
.入
減
少
し
て
生
活
難
に 

苦
^
•ざ
る
を
得
：ず。

.
或

.は

.
肩
の
騰
貴
充

.分
な
ら

.ず
從

0

て
生
產
不
足
に
伴
ふ
生
産
逆
業
奢 

の
：收

入

の

缺

陷

全

部

を

補:^
に
足

6

ず
と
せ
ば
、此
に
生
產
從
：業
者
は
多
少
の
生
活

»

を
感

t
 

V

る

.

.
ビ

共

に

購

質

者

消

«

漭
も
亦
其
多
小
ノ
の
騰
貴
の
爲
に
等
し
く
多
少
の

r
生
活
雛
を
感
せ
ざ
る 

を
得
さ
る
可
し
で
郞
ち
此

.場
合
に
於
が
る
物

’僧

.の
高
低
如
何
は
物
資
缺
乏

Q

必
然
的
結
.果
た 

る
生
活

1 ;
を
生
產
者
に
於
て
負
擔
す
可
き
か
沿
聋
者
に
於
て
負
撳
す
可

S

か
將
た
或
は
生
：產

.. 

者
消
费
者
爾
階
級

^

於
て
分
檐
す
可

§

か
の
問

®'
に
し
て
、何
れ
に
し
て
生
活
難
を
解
除
す
る 

の
途

■に
あ
ら
ざ
る

.な
り
。
唯
々
此
場
合
に
於

V
:

其
免
る
可
ら
ざ
タ
生

.活
難
の

.痛
苦
を

^

に
：定
 

額
所
得
着
又
は
其
他
の
一
階

'級
に
於
て
負
擔
す
る
は
諸
階
級
，均

.等
に
苦
痛
を

.
'分
つ
ょ
；ぅ
も
忍 

て

び

難

き

も

の

. *

る
"
が
；故
に
物

」

價
の
騰
貴

は

相

裳

0

程
度
に
之
を
抑
制
す
る
の
必

.
要
あ
多
と

'
論
：
 

す
る
も
の
あ
ぅ
と
せ
ば

31
:

.
間
煺
の
极
本
、は
物

«

の
、調
節
其
物
に
非
ず
し
て
亦
等
し
く
所
得
分 
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二
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;'

配
の
改
善
に
在
ぅ
と
い
ふ
を
得
可
し
。

.
併
し
ー
國
内
に
於
け
ぶ
物
資
の
缺
乏
は
內
國
生
產
の
不
足
の
み
に

®

く
も
の
に
非
す
、

a

國 

の
：生
產
は
從
浓
ょ
》

不

足

す

る

Z

ヾ

」

な
く
却
つ
て
多
少
增
加
せ
る
も
其
一
方
に
於
七
外
.國 

の
.镲
要

0

.し 

<
 增
加
し
韓
出
徼
增
せ
る
が
爲
に
內
國
に
於
け
る
典
物
資
の
供
給

ff
i

'^
し

く

減
 

少
す
る
：こ
と
あ
斯
る
場
合
に
於
て
は
物
價
は

.著
し
.く
騰
貴
す
る
の
常
な
る
が
故
に
忠
额 

所
得
潢
慨
級

0
'甚
だ
し
く

.之
に
苦
し
む
：に
ま
る

.は
當
然
の
次
第
在
れ
ど
も
、併
し 

:

#
る
生
：產
從
檠
漭
の
所
得

'樹
加
は
遙
に
如
定
額
所
得
潜

9

支
出
增
刺
额
以
上
に 

の
增
加
は

_

常
に
之

.を
分

02
す
る
，に
於
允
は
定
额
所
得

0

の
痛
苦
'を
償
ふ
て
餘 

'蓋
し

此
場
.合
に

.

.於

.て
生
產
業

»

は
.其
生
產

_物
の
騰
貴
に
依
ぅ
灌
に
：內
：國

-の
消

費 

t
外
國
の
消
费
对
を
も
犠
牲
：ビ
し
て
其
所
得
を

增

如
.せ
る

も
.
の
な
れ
ば

な
P
O 

輸

，
入の
P

書
ょ
ぅ
し

.て
物
資
の
缺
乏

%

偾
の
騰
貴
を
見
る
こ
ど
ぁ
れ
ど
も
、此
場 

其
腾
貴
の
爲

^

利
，す
る
の
人
少
：な
く
而
し

.て
苦
む

*

は
典
消

#
.漭
全

.部
な
，る
が 

は
上
來

.論
述
：せ
る
：生
産
不

J@
の
®

合
と

.等
し
く
、其

W

何
等
の

.差
違
あ
：る
な
し
。

要
す
る

ic
物
資

.缺

乏

よ

&

生
せ
る
生

.活
難
：は
其
物
價
の
高

.低

.

依̂
P

て
之
を

其

r

方
に
於 

出
.で
其
所
得 

あ

る
：可
し
。

者
の

み

な

ら 

之
ど
等
し

く
 

合
に
於

' 
て
ば 

故
に
、；
結

*

排
除

し

得

可

き
も

0
.に

#

す
。
.
物
價

;0
高
下
に
依

'り
て

W

節
し

#

可
さ
も
の
ば
實
暖
所

#

の
.
.分
船
ぁ

’る
办
：

.
 

み
、一

般

的

生

活

難

の

題

.に
至
ぅ
て
は

.寧
當
な
る
供
給
增

'加
の
方
策
に
俟
つ
の
外
到

'底
‘祓
本

‘ 

滩
に
之

.を
解
決
す
る
：の
澈
な
き
な

:^
。

桌

し

て

，
然

ら

ば

此

，供•給
、增
加
の
方
策
如
何
。

吾
.人
を 

以
て
之
を
觀
れ

.

.ば、國
內
の

-
生
.產
を
增
加
す
る
か
若
し

く

は
外
國
ょ

&

の
輸
入
を
誘
導
し
て

*
 

缺
を
補
，ふ
，の
外
な
く
、輸
出
の

〉

激
增
に

»

づ
■く
缺
乏
に

.；際
し
て
は
其

.輸
出
を

m

ih
し
て
國
內
：物 

資
の
充
實
を

.謀
る
'の
外
な
か
る
可
し

'0

而
し
て
物

®

の
騰

.貴
は
平
時
の
場
合
に
於

.て
は
*
例 

此
供
給
増
加
を
；促
す
の
妙
用
ぁ
る
も
の
に
し
て
、即
ち
其
騰

.，貴
は
一

‘
般

.に
往
產
潜
の

.營
利
的
.溶 

動
を
激
勵
し

.其
生
，
*

增
加
を

.促
才

!0
.#
用
ぁ
る

と

共
に
、

一
方
に
は

外
.國

ょ

り

の
輸
入

を
'
,招

.致

. 

し
又

I

方
に
：は
輸
出
；

^

困
難
な

.ら
し
む
る
も
の
な
り
。
然
れ
ば
貨
す
に
相

.當
の
歲
月
を
以
'て
 

す
る
に
於
て
は
前
隹

.

.せ
る
，堪
純
な
る
物
價
騰
貴
の
場
合

^J

同
じ
く
其
弊
害
：自
ら
緩
和

さ

る

、 

に

^

る
可
し
。

.殊
に

sr
分
，的

の

物
價
騰
貴

に

.
際

し

て

^

甚
だ
し
く
長
日

'月
を

耍
せ
ず
し
て
吣 

物
價
：の

.平
均
作
用
自
ら
好
は

'る

'

^

^々

H

f

t

#

」

-

®

—
に
.物
資
：
.の
缺
乏
せ

.る：

場
合
：に

' 

於
，て
は
國
內
の
有
限
な
る
生
產
耍
素
の
性

®

は
急
速
，

に

生
産
の
增
加
を

促

し

雛
く

、
然

P
 

€

<

 

4
1產
カ
の
急
速
の
财
加

0

み

#

可
&
ざ
る
以
上
外
國
の
大
輸
入
を

促

す

こ

^

も
亦
困
離
な

&
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ざ
る
を
得
ず
。

縱

令

a

,

l時
典
輸
入
を
促
す
も
、を
は
‘畢

竟

_
時
的
の
物
資
充
實

に
し
て
國
民 

經
濟
の
後
日
の
債
務
を
加

上

る

も

の

な

る

が
故

に
、
永
く
其

效

#

を

期
す
可
ら

t

殊
に
輸
出 

の
：增

加

ょ

夕

起

れ

る

物

；資

不
.足

0'
場
合
ぼ
外
國
の
物
價
遙
に
.內
國
の
物
値
よ
り
高

_位
：に
在

」

る 

が
爲
に

.生
せ
る
も
の
に
し
て
、畢
竟
世
、界
全
般
の
物
資
缺
乏
せ
る
の
結
果
に
外
な
ら
ざ
れ
ば
、斯
：
 

る
場
合
の
輸
入
增
加
は
到
：底
多
ぐ
を
望
む
を
得
ず
。

.
唯
令
斯
る
場
合
；

に

於
て
多
少
內
國
の
供 

給
を
豐
な
ら

し

む
る
の
途
は
强
ひ
て
之
を
求

'
め
ぼ
輸
出

‘を
.制
限
又
は

禁

止

し

て
其
流
出
を
防 

ぐ
の
外
な
'か
る
可

し
0

內
國
の
物
價
.騰
貴
は
正
に
此
輸
出
を
制
限
す
る
自
然
の
方
策

な
れ
ど 

&
、读
騰
貴
尙
ほ
輸
，出
を
组
止
す
る
に
足

6
.ず
ビ

' せ
ば
、更

R

甚

だ

し

く

其

市

慎

を

，引

^

げ

外

國
 

A
V -
し
て
之
：
^

備
ふ
を

#
.
H
.
ら
し
む
る
，か
、若
七
く
は
法
律

R
.依 

>
 て
：斷
然
其
輸
出
を
禁
止
す 

る
の
外
ぁ
る
可
ら
ず

0

斯
る
場
合
に
臨
み
內
國
物
價
を
低
位
に

_

持
し
然
が
も
法
律
に
依

>
 

輸
出
を
禁
止
す
る
乙
ビ

な

く

し

て
內

S

物
資
の
充
實
を

M

む
は
恰
も
木
に
緣
彡
て

M

を
求
む 

る
が
如
け
ん
ゆ
み
。：
一
般
的
の

'物
資
缺
乏
に
基
因
す
る
生
：活

• 

_
の
發

.生

U

際
し
て
短
日
：月

'の
. 

内
に

.之
を

®
相
：'
f
る
は
：：實
に
至
難
の

.業

.な
^

^

い
ふ
.可
し

P
;
惟

ふ

：：に.母

れ

：，產

傘

不

干

渉

を

以
 

て
®

:

濟
‘
政
策
.
の

本

義

せ

さ

英
國
'す

.ら
：戰
| ®
.
.の

窮
，2
.に

*

&

れ
'

て
へ
餘
：義
次
く
法_

手

段

：
：
]:
.
敗

>

其

.

.幾
多
の

.內
國
生

「

靡
.

^

る
に

«

n

.名
‘所
以
：な
/今

可

し

.

1

茧
： 

：
,

.

:

,

:

プ

.
‘

今

0
'ら
{

我
國

に

於
け
る
.最
近
の
物
價
騰
貴
の

由
碑
を
'
«

る
R

、緣
綿
、洋

0
^
0
釘

#}
^

^

 

斯
輪
等
幾
多
の
輸
入
商
品
に
在

.ら
て

.は

.

.其
騰

.貴」

は
輸
入
の
：障
害
に

'基
づ

§
、而
し
て
其

®.
入

P
 

障
害
は
輸
出

,

に
於
け
る
當
該
商
品
、の
缺
乏
、輸
出
禁
止
叉

«

船
.腹
：の
：不
足
等
槪
言
す
れ
ば
世

. 

界
的
の
供
給
缺

.乏

U

基
因
し
、前
述
せ
る
純
然
た
る
物
資
缺

.乏
の
因
を
爲
せ

6
。
從
つ
て
邱
ガ 

面
ょ
り
生
せ
る
生
活
難
に
：對
し
て
ば
內
國
の
生
逄
を
翼
進
す

る

か
若
し

く

は
戰
學
終
了
し
，

て
‘ 

外

國

,0
供
給
力
復
活
す
る
，を
俟
つ
の
外
、所
謂
る
物
價

'0
調
節
に
依
：
i

て
之
を
緩
和
す
る
途
ぁ 

る；
Z

.

ビ
な
し
。
然

^

ど
、胃
頭
所
述
の

.日
本
銀
行
調
：査

K
係
る
我
が
物
值
雄
數
の
基
礎
ビ
獰
れ

； 

る
五
：十
六
種
中
、其
大
部
分
を
外
國
に
仰
ぐ
物
は
前
述
せ
る
數
種
の

(

外
、三
四
を
數
ふ
る
に

0

f

 

ず
、爾
餘
大
部
分

の

商
品

S

ね
我

が

內

國
の
生
產
物
に
し
，

T

然

が

も

其

：騰

貴

率

の

此

等

ー

輸

入
 

品
に
卞
ら
ざ
る
も
の
亦

,決
し

'•
€
.少
な
か
，ら
ず
。

'
.即
ち
米
黎
味
喈
砂
糖
；等
の
：食
：料
品
を
初
と
し 

て
生
糸
絹
布
、セ
メ
ン
ト
、木
材
石
炭
薪
材
、木
炭
等
其
市
偾
の
三
四
年
間
に
二
倍
三
倍
せ
る
物
甚 

だ
多
く
卯
他
五
割
七
割
の
騰
貴
を
致
せ
る
も
の
に
至
り
て
は
殆
ど
悉
く
然
ら
ざ
る
な
き
の
有 

摩
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匆
論
此
等

.の

.騰

*

せ
る

ft
國
生
摩
物
中
に
は
主
要
，原
料
を
外
國
に
仰
ぐ
の

_

_
ょ
り
し
.て 

.外
固
に
於

0

る
原
料

.市

©

の
騰
貴
の
爲
に
騰
貴
せ
る

乙

と

例
へ
ば
綿
糸
綿
布
の
如

§

4

の
あ 

り
、或
は
代
用
輸

I
入

品

..：

.
の

輸

大
 

た
る
が

.爲

.に
其
需
要
急
猶
し
て
騰
貴
せ
る
、と例
へ 

ば

1
:の
如
き
も
の
：

.あ

气

|
:從
つ
て
此
等
の
：騰
貴
は

5»
-
等
し
く
輸
入
の
障

.

®に
在

h

と
い
ふ

?: 

得
可
し
と

»

も
、併
し
大
部
分
：の
內
國
生
產
物
に
在
り
て
は
斯
る
供
給
減
少
の
原

0

あ
.る
に

#
 

:

す
。
然

p

 

w

，
て

：
三

：
四

，
年

|

>3
1

績
き
凶
作
又
は
生
產
緊

.縮
の

^

實
あ
ぅ
た
る
に
非
ず
。

典
大
多
數 

に；就

V

之
を
観
れ
ば
市

®

の
騰
貴
は
大
に
生
產
業
#
を
刺
激
し
て
著
し
く
其
生
產
を
增
加
せ 

.し
め
た
る
の
狀
あ

>
9 

0 M
.

々

此
生
產
額
の
增
減
如
何
に
就
て
は
信
賴
し
得
可
&
正
確
な
る
統 

tf
の
以
て
徵
す
可
.き
な

く

從

つ
て
其
增
加
率
如
何
を
知
る
に
苦
む

€
 

0

も
、大
鱧
的
な
る
農
商 

務
統

t!
に
就
て
之
を
觀
れ
ば

1|
產
物
に
於
て
著
し
き
減
少
を
示
せ
る
物
な
く
多
く
は
多
，少
の

. 

咐
加
を
示
せ
る
上
に
、鑛
產
林
鹿
の
物
資
に
至
り
て
は
菩
し
き

«

加
を
示
せ

.る
も
の
あ

0

。

Jn 

ふ
る
に
否
炭
の
梂
掘
最
の
著
し
く
增
加
し
て
遙
に
輸
出
量
の
增
加
以
上
に
出
づ
る
に
拘
ら
ず 

其
需
耍
の
益
々
激
增
し
て
市
惯
亦
爲

R
.著
し
く
昂
騰
せ
る
よ
う
舰
れ
ば
，諸
工
業
の
繁
榮
ビ
；

生
產
の
增
加
の
著
し
き
も
.の
あ
る
を
覺

1

H
る
を
得
ず
。
其
他

*人
，ロ
の
增
加
別
に
：其
率
を
•減 

'•
.じ
た
る
に

0

す
V多
：數

.0:
典

*

の
働

M

又

は

戰

死

を

、見.れ
s

R

#
ず

'し
て
然
か
も
都
郡
典
に

#

働
力
の
缺
泛
の
叫
び

»

だ
し
べ
、就
職
難
の
聲
社
會
に
絕
え
て
失
業
者
の
少
な
§
と
近
歡
稀
な

,

.

.

.

.

.

.

.

.. 

■

.

.

.
 

.

:る
；の

®

實
な
る
ょ
ぅ
察
す
れ
ば
、吾
人
は
又
生
産
界
の
活
蹯
と
生
産
力
の
增
加
の
甚
大
な
る
を 

,

想
は
ざ
る
を
得
す

O'
■ぬ
來
生
產
の
爾
：加
は
供

1

の
調
澤

*市
惯
の
低
落
を
致
さ
し

.む
る
の
.常
な 

,

る

re
、然
か
も
最
近
の
倾
向
芷
に
之
に
反
し

^

產
增
加
の

®

斯
の
如
く
»
然
た
る
も
の
あ
る
其 

•

反
：而
棒
於
て

.殆
ど
ー
辦
の
貨
物
の

11
1
偕
の
昂
騰
序
上
の
如
き
も
の
あ
る
は
何
ぞ
や
。
他
な
じ 

歐
洲
の
大
戰
が
諸
外
目
に
於
け
る
物
資
の
缺
乏
を
惹
起
し
、其
缺
乏
が
我
國
生
產

.物
の
輸
出

「

を 

-

促
し
モ
其
輸
出

_

加

の

：爲

，に
；國ft
-
;の
—
 

に
不
足
す
る

.に

^

>
犮
る
が
爲

.の
み
。
ン 

.此
見
地
ょ
ぅ
觀
れ
ば
最
近
の
物

1?
\

騰
貴
は
物
资
の
缺
乏
ょ

3

來
れ
る
も
の
^
如
く
從
つ
て 

一
般

.

.的生
，活

_
.の
原
因
亦
此
に
；在
ぅ
士
斷
言
し
得

.可

&

が
如
じ
と
寒
も
、併
し
此
物
資
缺
乏
の 

稗
度
が

*

し
て
生
活
雛
絕
叫
苈
の
想
像
す
る
が
如
く
實
際
甚
だ
し
き

7
P

の
あ
§
や
否
や
に
就 

て
は
锊
人
は
多
少
の
疑
な
き
を
得
す
。
我
國
の
輸
出
は
：

_

戰
以
球

*
し
く
徼
增
せ
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、大
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小I

 

■

m十

二

保

ニ

四
 

千
七
言
禽
圓
、闾
六
年
に
十
六
億
三

S

圆

に

達

し

、大

正

七

年

度

に

.
於

て

は

前

半

剡

の

趨

勢

を
 

以
て
之
を
推
測
す
れ
ば
正
に
十

.七
八
億
圆
に
達
し
て

㈣

年
前
に
ニ
一
倍
せ
ん
と
す
る
の
狀

f

 

此
總
價
格
の
上
ょ
り
察
す
れ
ば
大
に
國
內
の
物
資
窮
乏
を
惹
起
せ
る
の
觀
な
丨
き
を

#

ず

^

雖
，
 

'

ff
i

:'
J

各

^

商
ロ

=
1の

^

偉
を
觀
れ

.ば
刺
糸

'^
布
製
茶
生
糸
絹
布
を

*

ど
し
て
佩
石
炭

，
.
等

，

の
類

. 

、

至
る
ま
で
何
れ
も
五
割
八
割
乃
至
十
割
を
僧
し

中
に

は
戰
前
に

H

倍

せ
る
物
す

&

こ

H

を 

■

ふ
る
の
有
機
な

b
。
從
つ
て
輸
出
總
價
格

H

倍
せ
ら

ビ

*

も
實

_

の
轔
出
せ
る
貨
物
の

_
 

舞
は
遙
に
其
下
に
在
办
で
到
底
ニ
倍
の
多

&

に
達
す
と

.こ
と
な
ぐ
«
ろ
三
四
割
多
く
ビ
も
五 

辟
の

' 增

JI
に
過
ぎ

ざ

る
な
き
か
を
想
は
し
む
。
由
來
我
國
の
外
國
資
易
概
は
輸
出
入
共
.に
歐 

米
先
進
國
に
比
し
て

'®
だ
少
な
く
、國
內
の
生
產
は
大
部
分
內
國
の
需
要
に
.對
す
る
供
給
を
主 

ビ
し
タ
國
に
輸
出
せ
ら
る
、
生
産
物
は
全
生
產
物
の
一
小
部
分
に
過
ぎ
ざ
る
の
風
あ
然 

ゃ
は
今
此
一
小
部
、分
に

過

ぎ

ざ

る
輸
出
數
量
が

ff
i
-に
其
三
割
万
军
五
割
を
增
加
し
た
れ
ば
と 

.

て
爲
め
ー
生
發

'5
內

，地

供

給

の

：
缺

陷

は

之

を

全

生

産
'全
供
給
の
上
ょ

b

級
れ
ば
實
に
一
小

»: 

階
に
過
ぎ
，

3

る

可

き」

こ

ビ

推

知

す

る

に

難

か

，らt

加

之

、
其
.一
方
に
，は
前
述
の
如
く
著
し
ぐ 

生
產
ヵ
の
僧
加
せ
る
徵
証
の
名
す
る

.

.ぁ
匕

°

此
生
產
办
の

.僧
加
は
成
は
：輸

'电
增
如
に

S

づ
ズ

供
給
の
缺
を
補
ふ
て
尙
ほ
餘
あ
る
や
も
未
だ
知
る
可
ら
ず
。

‘怨
む

&
 
く
は
各

@

の
生
.產
量
及 

輸
出

.置
に
關
す
る
正
確
の
統

」

計
な

く

、

從
つ
て
兩
潘
の
比
較
對
照
を
肝
數
的
に
表
示
す
る
を
得 

す
？
雖

，
も

、吾
人
は
へ
我

^

產
業
界
最

.近
の
狀
勢
ょ
り
推
斷
し
て

.生
：產
增
加
の
量
の
.寧
ろ
檎
禺
增 

加
の
量
以
上
に
在

^

.>
ま
ひ
我
が
國
民
の
全
體
に
於
て
日
に
益
々
生
活
雛
に
陷
る
も
の
に
，非 

ず

し

て
寧
ろ
物
資

0

«
給
飨
月
に
益
々
加
は

'?
)
'
'、生
活
の
程
度
亦
益
々
向
上
.し

ク

、

あ
る

も

の
な 

る
を
信
せ
ん
へ
ビ
欲
ず
。

"
或
碎
縱
令

^:
吾
人
の
想
像
す
る
が
如
く
物
資
：の
供
給
潤
澤
を
加
ふ
る 

に
非
ず
と

す

る
：も
、
兎

に

角̂

國
.に

於
け
る
物
資
供
給
の
實
狀
は
幾
多
の
生
活
難
論
遨
の

想

# 

ず
る
が
如

^ -

、又
國
カ
を
煨
げ
て

il
l

s

爭
に
從
事
し
つ
、
あ
る
歐
洲
諸
國
に
於
け
る
が
如
く
甚
だ 

し
き
も
の
に
非
ず
。

-!
從
つ
て
所
謂
名
生

'活
難

.間
題
物
：偾
關
題
は
眞
の
國
民
的
生
活
難
の
問

^
 

R

非
ず
し
て
：

.寧
ろ
主
と
し
、て

.
ー
部
階
級
の

.生
活
難
、所
得
分
，配

.の
：不
平
均
に

‘對
.す
.る
不
平
の
問 

題
た
る
な
ぅ
。
蓋
し
如
上
の
輸

11
}

入
の
關
係
が
全
般
の
物
資
供
給
に
及
ぼ
せ
.る
影

«

は
*
だ 

し
く
大
ぶ
る
も
の
に
非
ざ
る
乙
ど
吾
人
の
想
像
の
如
し
ビ
す
る
も
、此
輸
入
の
隙
®
輸
出
の
激 

堺
が
國

K

#
員
間
に
於
け
る
所
得
分
®
に
及
ぼ
せ
る
影
響
は
至
大
な
る
も
の
あ
れ
ば
な

6
。

.

即
ち
^

づ
酴
入
障
窖
に

*

づ
け
る

r
輸
入
品
騰
貴

'
に
就
て
之
を

.
觀
^

に
、其
騰
歡
は
一

.

般V

に
消
'

¥
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(
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號
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ニ
六 

费
者
を
#

し
め

*

る
：こ
ビ
多
大
な
れ
ど
も
，同

_
:類
の
商

.品
又
は

_代
用
品
の
，生
産
に
從

.事
せ

.る
：
 

企
業

'家
は

數
，倍
：數

:-
+

倍
や
其
騰
貴
纪

依
ゥ

て
？

 
く
利
益
せ
り
。
其
利
益
は
舊
來
の

企
業
家 

を
し
て

卖
事
業
を
獷
張
せ

し
め
、
新
な

る
資
本
家
を

驅
V

て
.其
企
業
を

起

3
し
め
た

b

o
而
し 

.て
與
懷
'張

企
業

0
設

企
業

は

戰

爭

の

繼

續

永

き

に

從

a

益

々
X

刹

益

を

增
倍
せ
り
。

從
業
吏 

員
も
勞
働
淼
も
体
输
貨
銀
の
僧
加
に
依
ぅ
て
豫
想
'外
の
所
得
を
得
る
に
至
れ

6

0
此
斑
に
取

. 

ジ
て
は

多
少

の
物

惯
騰
貴

何

か
あ
ら

ん
。

$

割
ナ
割
の

騰
貴

も

其

所

#

增
加
に

It
す
ル
ば
復 

-

た

言
、
ふ
.に
足
ら
す

パ
.其
生
活
は

益
.々

潤

澤
>

,

爲
り
、
購
買
力
は
增
進
し
所

.謂
る

奢
侈
の
風

も
®
 

; «
せ
：气

然

か

.:^
'
生
；飯
雛
味

^

嚒
ら

n
T
a
v
o 

%
 

>
0
.
0

是
れ
正
に
職
爭
景
氣
の
第
一
步 

に
し

V

物
惯
騰
貴
の
，發
端
な

6

。
之
ビ
同
時
に
®
出
の
激
增
ど
之
に
伴
ふ
輸
出
品
の
騰
貴
は 

更
に
乳

^

產
洛
及
び
商
人
を
潤
ふ
せ
ぅ
。

ro
し
て
此
等

0

時
勢
の
好
運
强
の
收
久
激
粉
は
又 

重
要

輸
入
品
及
び
其
代
用
品
の
內
國
生
齒
從
乘
者
の

利
益
增

加
ビ
等
し
く
其
餘
澤
を
其
從
業 

进
員
及
び
勞

«

齊
に
及
ぼ
し
其
の
鱗
貨
カ
と
生
活
程
度
と
を
堪
進
せ
し
め
、此
に

戦

#

®

氣

の 

喜
を
傅
播
せ

P

O
 

0

し
て

.へ此
等
の
徒
の

收

入

»
加
：は
.高

き

市

0

に

內
國
消

®

*を
苦
し
め
た 

る
の
み

‘な
ら
ず
外
國
の
浪
费
潜
を
も
亦
等
し

◊

苦
'
.め
で
其
增
：加
益

‘

多

&

を
致
せ
り
。

0

<

で
.此
雨
方
面
に
、發
生
せ
る

5

力
：の

*

進は：漸次
爾
一

 

般
の
消

1

物
#
 

0
上
に
職
#
を
喚 

起
し
又
此
徒
の
藩

®

せ
る
資
本
の
放
下
は
新
事
業
の
勃
典
を
促
し
て
原
料
器
械
等
の
騰
貴

V
J 

も
促
す
に
至

6
、ぬ

R

所
謂
る
一
般
的
の
物
惯
騰
貴
を
惹
起

■
せ
る
な
り
。

面
し
て
此
等
輸
出
品 

生
逄
济
の
利
得
た
る
外
國
沿
数

^

ま
で
も
犠
牲

V
J

し
て
堺
大
し
た
る
丈
け
、其
購
買
力
の
坩
加 

も
亦
殊
に
著
し
ぐ
、

I

方
に
於
て
內
國
沿
费
漭
の
之
が
爲
に
失
ふ
所
ょ
り
も
巡
に
大
な
る
も
の 

あ
り
し
結

®

:

1般
の
物
惯
を
し
て
殊
に
著
し
き
騰
设
を
致

3

し
め
た
$
。
然
ぅ
而
し
て
此
騰 

-S
の
殊
に
藩
し
か

b

し
丈
け
其
一
方
に
於
け
る
®
接
生
產
に
機
は
ら
ざ
る
人
々
殊
に
定

f
f
i所
 

得
潘
の
生
活
は
特
に
甚
だ
し
く

*

逍
せ
ら
る
、
に

^

る
。
蓋
し
自
然
の
勢
な
れ
ど

も
^

活

娜 

の
當
而
の
人
士
は

S

然
の
勢
と
し
て
之
を
座
視
す
る
を
得
ず
。
生
活
の
困
難
に

ff
i

え
ず
し
て 

其
於
境
脫
出
の
策
を
講
じ
、其
必
耍
を
天
下
に
絕
叫
す
る
に

¥
;る
。
物
價
調
節
の
耍
求
は
即
ち 

其
叫
の
一
な
ぅ
。
通
货
收
縮
の
耍
求
も
亦
其
一
な
り
。
而
し
て
此
耍
求
此
叫
麴
は
圾
も
生
.沽 

娜
に
苦
め

る
*

が

知
識
®
級

言

論

陴

級

に

多

.か

ぅ

し丈
け
、
其
鄹
は
愈
々
商
く
間
え
て
天
下

！ 

般
の
骤
ビ
見
倣

3

る

\

に
至
れ
る
な

h
。
然
れ
ど
事
實
に
於
て
は
實
に

it
t

接
生
產
の
利
益
に 

參
與
せ
ざ
る
一
部

®

級
の
鲽
に
過
ぎ
ず
。

一

部
階
級
の
生
活
難
の
叫
に
し
て
天
下
の
膝
に
非 

第
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二
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笫
十
ニ
激
ニ
、

さ
る
な
ぅ
。
其

.f

方
に
は
悠
然
と
し
て
好
景
氣
に
：爾
歌
す
る
多
數

0;
國
民
の
存
す
る
ぁ
：る
な 

ぅ
;0
餘
'
じ
來
れ
ば
所
得
分
配
の

.平
衡
嫌
壤
ょ
办

.し
て
不

.利
の
地
：位
に
陷
れ
る

階

級

が

r r

#
分 

配

の
改
善

’を
叫

ぶ
の
聲
に

^-
.な

ら

ざ
る

な

ぅ
。

.

;

'

'

.
 

:

パ
 

. 

• 

物
價
騰
貴
と
生
活

_
'の
.關
係
は
大
蟫
序
上
の
所
說
の
如
し
。
琬
下
の
所
謂
る
生
活
難
の
救 

濟
策
，は

1

般
に
好

_

晕
氣
の
場
合
に
於

ザ

る
一
部
の
生
活
難
救
濟
の
策
と
等
し
く
主

t

て
所 

得
分

酉

の
間

題

:̂
ト
。

此
所
得
分
配

'0
不
平
均
を
致
^
し
め
た
る
原
因
其
物
が
物
價
の
騰
鸷 

に
在
る
が
故
に
、

31
:
原
因
た
る
物
價
を
調
節
し

1之
を
平
靜
の
狀
態
に
復
歸
'せ
し
‘め
て
分
郞
を
平 

時
の
權
衡
に
復
職

‘せ
ん
と

.す
る

«

は
如
ち

«

謂
る
物
價
調
節
の
耍
求
な

$
。
物
®
の
調
節
が 

生
產
又
は
分

£
2
.の
^

過
の
上
に
著
し

.き
變

®

を
及
ぼ

さ

ず
し
て
容
易
に
之
を
實
現
せ
し
め

—

 

可
き
も
の
な

$

と
せ
ば

.其
調
節
策
の

®'
行
は
所
得

.分
配
調
節
の
爲

R

も
亦
至
便

.且
最
適
當
の

.■ 

方

策

：な
，
る

可

し

ヒ

雖

も

、物
®

變
動

.

.
0影
響
は
其
變
動

.の
原
因
と
等
し
く
共
に
單

0

な
る

i

.
の：
 

に
非
す
。
現

.

最̂
近
の
物

.價

.
‘騰
貴
が
或
は

#

入
の
へ
社

絕

に

舉
づ

'
き或
は
原
料
の
不

£

に
«
づ 

き
成
は

.-
^

國
に
於
妙
名
深
費
の
：激
增
に

»•
づ
.き
0

は
一
部
好
晕
氣
蓉
流

'の
11
質
力
の
增

'%
こ

基
づ
き
或
は
事
業
の
勃
興
通
貨
の
膨
臈

.に
基
因
す

.
る
等
其
原
因
頗
る
祓

0

-

K

七
て
、從

ク

V

騰

. 

貴
實
現
の
遲
速

4

騰
貴
率
の
高
低
も

.物

s

i

々
雜
多
な
る
と
等
し
ベ
、之
が
調
節
低
下
の

- 

方
策
も
其
原
因
の
性

®

に
從
つ
て
稱
々
多
樣
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、又

.原
因
の
種
類
に
依

6

て
は 

人
爲
的
に
之
を
刈

^

す
る
こ
と
事
實
不

'可
能
な
る
も
の
も
決
し
て
少
な
か
ら
ざ

.る
な

6
。.
今 

苦
し
之
に
臨
む
に
通
貨
收
縮
輸
出
制
限
'其
一
こ
の
人
爲
的
方
策
を
以
て
せ
ば
或
は
多
少
物
價 

の
低
落
を
促
が
し
：所
得
：分
配
上
實
際
に
物
價
騰
貴
に
苦
め
る

#

の
生
活
難
：を
緩
和
す
る
を
得 

可
し
ど
雖
飞
、他
の
マ
方
：に
於
て
は
其
政
策
の
爲
に
先
，づ
市
價
下
落
の
生
ず
る
商
品
の
生
產
業 

者
を
苦
め
或
は
其
事

〉

業
，の
收
：縮

「

又
は
：倒
壤
を
促
す
な
き
を
保
せ
す
。
泡
沫
的
事
業
の
濫
興
を 

制
限
す
る
は
望

If〕

可
：し
：と
す

〗

る〉

も
、生
産
，の
減
退
を
促
す
政
物
資
の
■供
給
缺
乏
の
因
を
爲
し

V

 

結
局
國
民
の
實
際
所
得

_

,少
の
實

.を
生
せ

ざ

る
を

#

す
。
果
し
て
然
&
ば
生
游
難
漱
和
の
途 

K

非
す
し
て
却
つ
て
之
を
促
進
す
る
も
の
ビ
い
ふ
可
し
。

•
由
來
人
爲
的

.
の
物

®

制
限
は
動
も
す
れ

I

生
產
の
減
退
國
民
所
得
の
，減
少
を
惹
起
す
る
の 

傾
あ

"ぅ
。
是
れ
一
方
に
幾
多
の
生
活
難
を
醸
す
も
の
あ
る
に
拘
ら
す
世
人
の

一

般
に
物
®
の 

向
土
、好
舞
氣
め
發

.性
を

.歎
迎

.す
る
所
以
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節
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績
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落
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右
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騰
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。
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又
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暴
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。
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又
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。
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澗
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